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論文題目： 
リセット多期間制約サイクル問題における 
最適配置法則に関する研究 
～特殊作業者が少人数の場合～ 
和文要旨： 
不景気が続き，悪い環境の中でどうやって生き残るかはますます課題化されつつある．
また，市場のグローバル化につれ，商圏はますます大きな広がりを見せ，多くの製品・サ
ービスが世界市場での競争を余儀なくされている．このようなビジネス環境の中で，納期
を守るといったスケジューリング問題は企業にとって重要な課題の一つであると言える．
受注生産では，受注の内容として製品ごとに品質，納期，時期，数量などを顧客の要求に
よって決定される．受注を受けた各製品は各工程で異なる処理を順に受けて完成品となる．
生産活動における各工程では，作業時間のバラツキや欠品，機械故障なども発生し，ひ
とつの工程の遅れは後工程すべてに影響を与え，製品の納期にもしばしば影響を及ぼすこ
とがある．このように遅れてしまった計画を取り戻すのは多大な労力・コストを要するた
め，工程（期間）ごとに目標加工時間を設定して作業遅れか否かの判断を行い，状況に応
じて作業スピードを速くすること， すなわち人員を増やすなど稼働率を上げることで製品
の納期達成を目指すという管理が行われると考えられる[7]． 
計画遅れの発生を最小限に抑え，システムの総費用を低くするため，各工程への作業者
（機械）の配置に着目をし，最小限遅れ，最低の総費用をもたらす配置順を見つけ，その
配置順の規則性を導き出すことは本論文の目的である．渡部らは加工スピードの速いか遅
いによって分けられた 2 種類の作業者が居るうち，人数の少ない 1.種類の作業者を特殊作
業者と呼び，その特殊作業者が 1 人居る場合の最適配置を提案し，それ以外の場合，例え
ば，特殊作業者が 2 人居る場合，加工スピードが 3 種類の場合の数値考察も行った．本論
文では渡部らの結果に引き続き，A と B で表す 2 種類の作業者がいるうち作業者 A を特殊
作業者とし，特殊作業者 A が 1 人居る場合の最適配置法則により厳密に取りまとめたうえ
で特殊作業者が 2 人居る場合の数学的証明，様々な条件の下での数値実験，そして，数値
実験の考察を通じて，多期間制約サイクル問題における最適配置法則を求めることである．
 
 
